
 

合併から３年です。過疎地を切りすてる
行財政改革はではなく、「住民が主役」のま
ちづくりこそ必要です。日本共産党のゆい
かんじ市議が 12 月議会で質問しました。 

   

飯
塚
市
の
公
共
施
設
等

の
あ
り
方
実
施
計
画
（
素

案
）
が
こ
の
ま
ま
す
す
む

と
、
住
民
に
密
接
な
福
祉

施
設
が
切
り
す
て
ら
れ
か

ね
ま
せ
ん
。
小
学
校
の
統

廃
合
、
入
浴
施
設
の
廃
止
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
桜
の
園
）
の
民
間
移
譲

の
検
討
が
始
ま
り
ま
す
。 

内
野
地
区
で
は
、
小
学

校
の
廃
止
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
長
崎
屋
と
ふ
れ
あ
い

館
も
指
定
管
理
者
制
度
の

あ
と
は
、
市
が
責
任
を
放

棄
し
地
元
負
担
に
さ
れ
ま

す
。
観
光
も
大
切
で
す
が
、

農
林
業
を
軸
に
く
ら
し
を

応
援
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
地
域
振
興
の
た
め
に

は
、
教
育
と
福
祉
の
公
共

施
設
を
失
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
振

興
は
市
が
責
任
を
果
た
し

な
が
ら
、
交
通
と
通
信
を

含
め
住
民
参
加
で
じ
っ
く

り
と
進
め
る
べ
き
で
す
。 

 

放
課
後
の
校
庭
で
元
気
に
遊
ぶ
小
学
生

た
ち
。
昨
年
、
学
童
保
育
所
が
消
え
た
内

野
小
（
筑
穂
）
は
、
市
の
方
針
で
統
廃
合

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
声
も
、

や
が
て
聞
こ
え
な
く
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

内
野
地
区
は
、
高
齢
化
率
33
％
で
病
院

は
な
く
、
商
店
も
少
な
い
。
田
畑
は
減
り
、

広
大
な
森
林
は
人
手
が
入
ら
ず
荒
れ
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
、
筑
穂
支
所
の
充
実
を
含

め
、
き
め
細
か
で
効
果
の
あ
る
地
域
振
興

策
が
必
要
で
す
。 

と
こ
ろ
が
今
度
、
市
が
持
ち
出
し
て
き

た
の
は
、
小
学
校
の
統
廃
合
に
加
え
て
、

観
光
施
設
（
長
崎
屋
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
（
ふ
れ
あ
い
館
）
を
、
市
の
施
設
か
ら

は
ず
し
て
、
地
元
負
担
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
市
が
責
任
を
持
つ
公
共
施

設
が
、
一
つ
ひ
と
つ
な
く
な
り
そ
う
で
す
。 

ゆ
い
市
議
は
、「
合
併
か
ら
３
年
た
っ
た

が
、
市
総
合
計
画
に
よ
る
成
果
は
ま
っ
た

く
見
当
た
ら
な
い
」「
自
治
体
と
し
て
地
域

振
興
の
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
せ
」
と
追

及
し
ま
し
た
。 


